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1 はじめに 

 近年、Html5やJavascriptなどの技術により

Web上で比較的簡単に3D表示を行うことが可

能になった。しかし、実際に3D表示を取り入

れたWebサイトはまだまだ少なく、どのような

デザインがユーザにとって最適であるかにつ

いては明らかになっていない。 

そこで、本研究ではWebサイトのコンテンツ

を立体的に配置した場合と従来通り平面上に

配置した場合にユーザの操作感や感性などに

どのような影響を与えるのかについて検討す

る。 

 

2 従来研究 

 3Dと 2Dの Webサイトを扱った方法とし

て、彭 志春らの「3D空間 ECサイトにおけ

るユーザの情報検索プロセスに関する研究」

[1]がある。3D と 2D の EC サイトを被験者

に使用してもらい、それぞれのサイトでユー

ザが商品を購入する上での認知過程の違いを

明らかにしている。この研究では、3DのWeb

サイトではユーザは実世界での空間認知原則

に従って行動しているという結論を出してい

る。つまり、3DのWebサイトを利用する際

にユーザは、配置されている写真を現実世界

にあるオブジェクトとして扱っているとし、

ECサイトのような視覚情報を重視するWeb

サイトでは、3D の方がより有利であるとし

ている。 

上記の研究では、ユーザが EC サイトにて

情報を検索する際の初期行動（トップページ

から次のページへのアクセス方法）の差異と

いう部分に焦点を当て、そこから認知行動の

違いについて考察を行っている。そこで本研

究では、3Dと 2Dの Web サイトのデザイン

の違いという部分に焦点を当てて研究を行っ

ていく。例えば、3D の Web サイトは x 軸、

y軸に加えて、z軸方向も考慮したWebデザ

インを行うことができる。つまり、2D と比

較した場合に 3D の方が 1 画面内に配置でき

る情報量が、それだけ多いということである。

このことから、我々は 3D を利用すれば既存

の Web デザインとは違った側面からユーザ

ビリティに配慮した Web サイトを構築でき

るのではないかと考えた。また、3D の Web

サイトは 2D のものと操作性が異なる。我々

は、より直感的に操作できる 3DのWebサイ

トの方が、Webサイトを使用している際に感

じる楽しさなどのユーザの感性により良い影

響を与え、情報の探しやすさやページからペ

ージへの遷移時間などの作業効率も向上する

のではないかという仮説を立てた。よって、

3Dと 2Dの操作性の異なる 2つのWebサイ

トでは、ユーザの感性や作業効率に違いが存

在するのかという部分についての検証を行う。 

 

3 提案手法  

 本研究では、まず 3DのWebサイトを構築

する。使用する言語はHtml5及び Javascript

である。Html5[2]に関連する技術の１つに

WebGL[3]がある。WebGL とは、Web ブラ

ウザ上で 3次元グラフィックスを表示するた

めの仕様であり、Webページ上に記述された

スクリプトからOpenGLを利用して3D描画

を実現する技術である。今回はこの WebGL

をサポートした 3D 描画ライブラリである

「three.js」[4]という Javascriptライブラリ

と、これを用いて作成された既存の Web サ

イト（図 1）[5]を参考にして、Webサイトの

3D表示部分の構築を行った。今回 3D化する

Webサイトは、コンテンツの充実度、構築の
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しやすさという点を考え、博物館の Web サ

イト[6]を選択した。 

 
図 1 参考にしたWebサイト[5] 

 

構築した Web サイトは、主に以下の 2 つ

のページから成る。 

3.1 トップページ 

 以下の図 2 に構築した Web サイトのトッ

プページを示す。トップページでは、コンテ

ンツページ（3.2 項）へのリンク画像が球状

に配置されている。ユーザは閲覧したいペー

ジへのリンクをタッチ操作及びマウス操作で

探すことができる。 

 

図 2 トップページ 

 

3.2 コンテンツページ 

 以下の図 2 に構築した Web サイトのコン

テンツページを示す。このページではユーザ

は展示情報や利用案内などを閲覧することが

できる。このページでもユーザは、タッチ操

作及びマウス操作でページ情報を切り替える

ことができる。 

 

図 3 コンテンツページ 

4 評価方法 

 本研究では、評価方法として以下の評価項目

を考慮しながら、3Dと2DのWebサイトを実験

協力者に実際に使用してもらう。使用後に実験

協力者には、アンケートに記入を行ってもらう

こととする。 

 

（1）2Dと3DのWebサイトを比較し、どちら

の方が使っていて楽しかったか 

（2）2Dと3DのWebサイトを比較し、どちら

のサイトを今後使ってみたいか 

（3）トップページから特定のコンテンツペー

ジへの遷移時間 

（4）特定のページを閲覧してもらい、一定期

間後にどのような情報を覚えているか 

（5）タッチ操作とマウス操作を比較して、ど

ちらの方が使いやすいか 

 

 上記の評価を何回かに分けて行い、アンケー

トなどを基にデータを得る。得られたデータを

用いて、2Dと3DのWebサイトを比較した場合

に作業達成時間の変化や感性の違いなどにつ

いて考察を行う予定である。 

 

5 おわりに 

 今回は、Webサイトの3D化がユーザに与え

る影響をWebデザインという部分に焦点を当

てて検討を行った。今回の研究では、3Dと2D

のWebサイトについて、それぞれ1種類のみの

構築を行った。よって、今後は様々な種類の3D

のWebサイトのデザインについて考察してい

く。 
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